
 

平成２６年７月２３日 

日本原子力発電株式会社 

 

 

原子力規制委員会に対する申し入れについて 

 

当社は、平成２６年６月２１日に開催された「敦賀破砕帯の調査に関する有

識者会合 第２回追加調査評価会合」の審議内容及び議論の状況について整理

し、本日、原子力規制委員会に対して、以下の要請を行いました。 

 

１．次回の評価会合においては、議論が十分に尽くされていない重要な論点や

技術的な決着ができていない論点などについて、最新のデータ等に基づき、

論点ごとに十分な議論をさせて頂くこと。 

２．先の会合で指摘のあった、Ｄ－１トレンチ北西法面の地層の変形に係る評

価データについては、前回会合以降さらに拡充し、「Ｋ断層が将来活動する

可能性のある断層等」ではないことを改めて確認したので、これについても

ご議論頂くこと。 

３．先の会合で島﨑委員長代理から「そこがキーポイントではないと思ってい

る」や「その議論よりも重要な議論があると考えている」という旨の発言が

再三ありましたが、予め有識者間でどのような議論がなされた上で、どのよ

うな根拠に基づき、どの論点が重要であると結論付けられたのかについても、

明らかにされること。 

 

添付資料：申し入れ 

以  上 



 

平成２６年７月２３日 

原子力規制委員会 殿 

日本原子力発電株式会社 

取締役社長 濱田 康男 

 

申し入れ 

 

当社は、貴委員会に対し、本年６月２４日付で要請書を提出し、速やかに評価会合

における議事運営の改善を図り、改めて具体的な証拠データに基づいて、真に科学的、

技術的な議論を行って頂くよう要請いたしました。 

その後、当社において、６月２１日開催の第２回追加調査評価会合の審議内容につ

いて、議論の状況を整理いたしました。結果、別紙１に記載のとおり、 

(1) 有識者のコメントのうち、破砕帯が「将来活動する可能性のある断層等」か否

かの判断に関して、重要な論点である堆積年代やＫ断層の連続性についての議

論がほとんどなされていないこと。 

(2) 会合で指摘のあった点についても、議論が十分に尽くされず、技術的な決着が

付いていないこと。 

(3) 見直しの要否等の鍵を握る評価書における根拠、理由について、データ等に基

づく議論がなされていないこと。 

などが判明いたしました。 

ついては、以下について強く要請いたします。 

１．次回の評価会合においては、議論が十分に尽くされていない重要な論点や技

術的な決着ができていない論点などについて、最新のデータ等に基づき、論点

ごとに十分な議論をさせて頂くこと。 

２．先の会合で指摘のあった、Ｄ－１トレンチ北西法面の地層の変形に係る評価

データについては、前回会合以降さらに拡充し、「Ｋ断層が将来活動する可能

性のある断層等」ではないことを改めて確認したので、これについてもご議論

頂くこと（別紙２）。 

３．先の会合で島﨑委員長代理から「そこがキーポイントではないと思っている」

や「その議論よりも重要な議論があると考えている」という旨の発言が再三あ

りましたが、予め有識者間でどのような議論がなされた上で、どのような根拠

に基づき、どの論点が重要であると結論付けられたのかについても、明らかに

されること（別紙３）。 

以 上 

添付資料：敦賀発電所 敷地の地質・地質構造 Ｄ－１破砕帯の評価 

 コメントに対する回答（平成 26 年 7 月 23 日） 

 添付資料 

http://www.japc.co.jp/news/press/2014/pdf/140723_2.pdf
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